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１．2024年12月期の連結業績（2024年１月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期 214 41.6 △90 － △93 － △94 －

2023年12月期 151 － △121 － △126 － △127 －

(注)包括利益 2024年12月期 △95百万円( －％) 2023年12月期 △127百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年12月期 △33.19 － － △102.5 △42.1

2023年12月期 △45.07 － － △99.0 △80.4

(参考)持分法投資損益 2024年12月期 －百万円 2023年12月期 －百万円

(注) １．2024年12月期及び2023年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するも
のの、１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

２．当社は2023年12月期より連結財務諸表を作成しているため、2023年12月期の対前期増減率については記載し

ておりません。また、2023年12月期の総資産経常利益率は、連結初年度のため、期末総資産に基づいて計算

しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期 91 △165 △180.6 △58.05

2023年12月期 127 △116 △91.5 △40.92

(参考)自己資本 2024年12月期 △165百万円 2023年12月期 △116百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年12月期 △101 8 37 30

2023年12月期 △106 △1 157 85



２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年12月期 0.00 0.00 0.00 － － －

2024年12月期 0.00 0.00 0.00 － － －

2025年12月期（予想） 0.00 0.00 0.00 －

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）
2025年12月期の連結業績予想につきましては、現状、子会社の設立によるグループ再編並びに連結グループ全体

としての事業構造の再構築を図っており、現時点において売上高及び営業利益以下の各段階利益を合理的に算定す
ることが困難であることから、開示しておりません。今後、開示が可能となった段階で速やかに開示いたします。

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 － 社 （社名） － 、 除外 － 社 （社名） －

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年12月期 2,851,800 株 2023年12月期 2,851,800 株

② 期末自己株式数 2024年12月期 － 株 2023年12月期 － 株

③ 期中平均株式数 2024年12月期 2,851,800 株 2023年12月期 2,835,307 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、社会・経済活動が正常化し、雇用・所得環境が改善したことによる個

人消費の持ち直しやインバウンド需要増加を背景に緩やかな回復傾向にありました。一方で、景気の先行きにつ

いては、不安定な世界情勢や為替相場の影響による原油・原材料価格等の高止まりなど、不透明な状況が続いて

おります。

当社グループを取り巻く経営環境については、Afterコロナにおける新たな需要や既存サービスのDX（デジタ

ル・トランスフォーメーション）化への取組み機運の高まりに加えて、SDGs（持続可能な開発目標）への事業的

な取組みが着実に定着しつつあります。

当社はパーパスに「音を使いこなして、人の感じる力を進化させる」を掲げ、独自の音響技術に基づいた社会

課題へのチャレンジがより普遍的な価値を持ち得るとともに、着実に実績を積み上げてまいりました。

このような環境の下、当連結会計年度においては、映画を中心としたエンターテイメント関連の事業が堅調に

推移するとともに、引続き、既存事業の梃入れを行いつつ、４つの「新技術」（①Webブラウザ対応、②用途追

究「収益型ペンライト・グッズ開発」、③パッケージ化によるサービスの輸出入展開、④社会課題解決に関連す

る官公庁系助成）に取り組み、将来的な成長に向けた投資を積極的に行いました。

その中で、②用途追究「収益型ペンライト・グッズ開発」はNPB、Vリーグ等プロスポーツ業界に定着し、④社

会課題解決に関連する官公庁系助成は総務省の生成AI分野における開発・実証事業（令和６年度「インターネッ

ト上の偽・誤情報対策技術の開発・実証事業」）に採択される等、「新技術」の社会実装が進みつつあります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は214,407千円、営業損失は90,222千円、経常損失は93,935千円、親会

社株主に帰属する当期純損失は94,638千円となりました。

なお、当社グループは、「音響通信ソリューション事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載

を省略しております。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度の財政状態は、以下のとおりであります。

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は80,397千円となり、前連結会計年度末に比べ25,827千円減少しておりま

す。これは主に、売掛金の増加12,586千円及び仕掛品の増加10,163千円、未収消費税等の増加6,934千円があっ

た一方、現金及び預金の減少55,050千円があったことによるものであります。

当連結会計年度末における固定資産は11,246千円となり、前連結会計年度末に比べ10,125千円減少しておりま

す。これは、長期預金の減少9,999千円があったことによるものであります。

以上の結果、資産合計は91,643千円となりました。

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は135,626千円となり、前連結会計年度末に比べ37,643千円増加しており

ます。これは主に、短期借入金の増加16,855千円及び未払消費税等の増加11,613千円、契約負債の増加5,879千

円があったことによるものであります。

当連結会計年度末における固定負債は121,568千円となり、前連結会計年度末に比べ24,742千円減少しており

ます。これは、長期借入金の減少24,742千円があったことによるものであります。

以上の結果、負債合計は257,194千円となりました。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は△165,550千円となり、前連結会計年度末に比べ48,854千円減少しており

ます。これは主に、連結子会社において第三者割当による新株発行を行ったことから資本剰余金が45,784千円増

加した一方、親会社株主に帰属する当期純損失の計上により利益剰余金が94,638千円減少したことによるもので

あります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、 30,786千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、101,011千円の支出となりました。これは主に、税金等調整前当期純

損失95,329千円の計上、売上債権の増加12,586千円、棚卸資産の増加10,163千円があった一方で、契約負債の増

加5,879千円、未払消費税等の増加11,613千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、8,351千円の収入となりました。これは主に、定期預金の解約による

収入10,000千円があった一方で、有形固定資産の取得による支出1,648千円があったことによるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、37,610千円の収入となりました。これは主に、短期借入による収入

60,000千円、非支配株主からの払込みによる収入44,616千円があった一方で、短期借入金の返済による支出

43,144千円、長期借入金の返済による支出23,712千円があったことによるものであります。

（４）今後の見通し

2025年12月期の連結業績予想につきましては、現状、子会社の設立によるグループ再編並びに連結グループ全体

としての事業構造の再構築を図っており、現時点において売上高及び営業利益以下の各段階利益を合理的に算定す

ることが困難であることから、開示しておりません。今後、開示が可能となった段階で速やかに開示いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作

成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用については、国内外の諸情勢等を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当連結会計年度
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 86,196 31,146

売掛金 11,017 23,604

仕掛品 2,758 12,921

前払費用 5,538 5,080

未収消費税等 689 7,624

その他 24 19

流動資産合計 106,224 80,397

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） － －

工具、器具及び備品（純額） － －

有形固定資産合計 － －

無形固定資産

ソフトウェア － －

無形固定資産合計 － －

投資その他の資産

長期預金 20,000 10,000

その他 1,371 1,245

投資その他の資産合計 21,371 11,246

固定資産合計 21,371 11,246

資産合計 127,596 91,643
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当連結会計年度
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,347 3,447

短期借入金 45,000 61,855

１年内返済予定の長期借入金 23,712 24,742

未払金 13,899 13,697

未払法人税等 2,107 3,288

未払消費税等 416 12,029

契約負債 6,053 11,933

その他 5,446 4,632

流動負債合計 97,982 135,626

固定負債

長期借入金 66,310 41,568

社債 80,000 80,000

固定負債合計 146,310 121,568

負債合計 244,292 257,194

純資産の部

株主資本

資本金 336,800 336,800

資本剰余金 276,800 322,584

利益剰余金 △730,296 △824,934

株主資本合計 △116,696 △165,550

非支配株主持分 － －

純資産合計 △116,696 △165,550

負債純資産合計 127,596 91,643
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

売上高 151,455 214,407

売上原価 61,479 77,624

売上総利益 89,976 136,783

販売費及び一般管理費 211,802 227,005

営業損失（△） △121,826 △90,222

営業外収益

雑収入 590 314

受取手数料 398 377

その他 1 11

営業外収益合計 990 703

営業外費用

支払利息 1,515 1,662

社債発行費 1,300 －

株式交付費 2,424 2,383

その他 223 370

営業外費用合計 5,463 4,416

経常損失（△） △126,299 △93,935

特別損失

減損損失 ※ 1,193 ※ 1,393

特別損失合計 1,193 1,393

税金等調整前当期純損失（△） △127,492 △95,329

法人税、住民税及び事業税 295 525

法人税等合計 295 525

当期純損失（△） △127,788 △95,854

非支配株主に帰属する当期純損失（△） － △1,215

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △127,788 △94,638
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当期純損失（△） △127,788 △95,854

包括利益 △127,788 △95,854

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △127,788 △94,638

非支配株主に係る包括利益 － △1,215
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2023年１月１日 至 2023年12月31日）

(単位：千円)

株主資本
非支配株主

持分
純資産
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計

当期首残高 298,580 238,580 △602,507 △65,347 － △65,347

当期変動額

新株の発行 38,220 38,220 76,440 76,440

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△127,788 △127,788 △127,788

当期変動額合計 38,220 38,220 △127,788 △51,348 △51,348

当期末残高 336,800 276,800 △730,296 △116,696 － △116,696

当連結会計年度（自 2024年１月１日 至 2024年12月31日）

(単位：千円)

株主資本
非支配株主

持分
純資産
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計

当期首残高 336,800 276,800 △730,296 △116,696 － △116,696

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△94,638 △94,638 △94,638

非支配株主との取引に係る

親会社の持分変動
45,784 45,784 45,784

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
－ －

当期変動額合計 － 45,784 △94,638 △48,854 － △48,854

当期末残高 336,800 322,584 △824,934 △165,550 － △165,550
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年１月１日
至 2023年12月31日)

当連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △127,492 △95,329

減価償却費 122 254

減損損失 1,193 1,393

受取利息及び受取配当金 △1 △11

支払利息 1,515 1,662

社債発行費 1,300 －

株式交付費 2,424 2,383

売上債権の増減額（△は増加） 10,910 △12,586

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,029 △10,163

前払費用の増減額（△は増加） 875 582

未収消費税等の増減額（△は増加） － △6,934

仕入債務の増減額（△は減少） 279 2,099

未払金の増減額（△は減少） 1,913 △201

契約負債の増減額（△は減少） 6,039 5,879

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,465 11,613

その他 342 275

小計 △105,071 △99,082

利息及び配当金の受取額 1 11

利息の支払額 △1,529 △1,643

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △290 △297

営業活動によるキャッシュ・フロー △106,889 △101,011

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,316 △1,648

定期預金預け入れによる支出 △0 △0

定期預金の解約による収入 － 10,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,316 8,351

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入による収入 47,000 60,000

短期借入金の返済による支出 △12,000 △43,144

長期借入金の返済による支出 △30,002 △23,712

社債の発行による収入 78,700 －

株式の発行による収入 74,015 －

非支配株主からの払込みによる収入 － 44,616

支払手数料の支出 － △150

財務活動によるキャッシュ・フロー 157,713 37,610

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 49,507 △55,050

現金及び現金同等物の期首残高 36,328 85,836

現金及び現金同等物の期末残高 85,836 30,786
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

当社は継続的な営業損失及び営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスを計上しております。

また、当連結会計年度において、営業損失90,222千円、経常損失93,935千円及び親会社株主に帰属する当期

純損失94,638千円を計上した結果、当連結会計年度末の純資産は165,550千円の債務超過となりました。

以上より、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社では、これらの状況を解消するため、次の対応策を実施してまいります。

１．収益力の向上

研究開発・営業活動の体制強化を行い、堅調に推移している映画等のエンターテイメント関連を事業の基

盤としつつ、注力している４つの「新技術」（①Webブラウザ対応、②用途追究「収益型ペンライト・グッズ

開発」、③パッケージ化によるサービスの輸出入展開、④社会課題解決に関連する官公庁系助成）に取り組

み、収益基盤の拡充を図ります。

２．資金調達

借入、第三者割当増資等による資金調達を計画しております。今後、公表すべき事項が生じた場合には、

速やかにお知らせいたします。

今後も上記施策の実施により収益基盤及び財務体質の強化を図ってまいりますが、これらの対応策の一部は

実施途上であり、関係当事者との最終的な合意が得られていないものもあるため、現時点においては継続企業

の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を連結財務諸表に反映しておりません。
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(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ２社

連結子会社の名称 ハロームービー株式会社、AiryMedia株式会社

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(連結損益計算書関係)

※ 減損損失

前連結会計年度（自 2023年１月１日 至 2023年12月31日）

（１）減損損失を計上した資産

場所 用途 種類 減損損失（千円）

本社 事業用資産
建物附属設備 199

工具、器具及び備品 994

合計 1,193

（２）減損損失を認識するに至った経緯

事業用資産として計上した当該資産について、過年度より前連結会計年度まで継続的に営業損失及び

営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスを計上していることに鑑み、将来の回収可能性を慎重に

検討した結果、各資産の帳簿価額の全額を減損損失として特別損失に計上しております。

（３）資産のグルーピング方法

当社の事業所は本社のみであり、「音響通信ソリューション事業」の単一セグメントであるため、各

固定資産は同一のグループに属するものとしております。

当連結会計年度（自 2024年１月１日 至 2024年12月31日）

（１）減損損失を計上した資産

場所 用途 種類 減損損失（千円）

本社 事業用資産 工具、器具及び備品 1,393

合計 1,393

（２）減損損失を認識するに至った経緯

事業用資産として計上した当該資産について、過年度より当連結会計年度まで継続的に営業損失及び

営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスを計上していることに鑑み、将来の回収可能性を慎重に

検討した結果、各資産の帳簿価額の全額を減損損失として特別損失に計上しております。

（３）資産のグルーピング方法

当社の事業所は本社のみであり、「音響通信ソリューション事業」の単一セグメントであるため、各

固定資産は同一のグループに属するものとしております。
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度（自 2023年１月１日 至 2023年12月31日）

１. 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度

期首株式数

（株）

前連結会計年度

増加株式数

（株）

前連結会計年度

減少株式数

（株）

前連結会計年度末

株式数

（株）

発行済株式

普通株式 2,711,800 140,000 － 2,851,800

合計 2,711,800 140,000 － 2,851,800

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

(注) 普通株式の発行済株式総数の増加の内訳は、次のとおりであります。

第三者割当増資による増加 140,000株

２. 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

新株予約権の

目的となる

株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 前連結会計

年度末残高

（千円）
前連結会計年度

期首

前連結会計年度

期間増加

前連結会計年度

期間減少
前連結会計年度末

発行者
ストック・オプション

としての新株予約権
－ － － － － －

合計 － － － － － －

３. 配当に関する事項

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2024年１月１日 至 2024年12月31日）

１. 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当連結会計年度

期首株式数

（株）

当連結会計年度

増加株式数

（株）

当連結会計年度

減少株式数

（株）

当連結会計年度末

株式数

（株）

発行済株式

普通株式 2,851,800 － － 2,851,800

合計 2,851,800 － － 2,851,800

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

２. 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

新株予約権の

目的となる

株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計

年度末残高

（千円）
当連結会計年度

期首

当連結会計年度

期間増加

当連結会計年度

期間減少
当連結会計年度末

発行者
ストック・オプション

としての新株予約権
－ － － － － －

合計 － － － － － －

３. 配当に関する事項

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

（共通支配下の取引等）

当社は、2024年１月10日開催の臨時取締役会決議に基づき、会社分割（簡易新設分割）により、AiryMedia

株式会社を2024年１月11日付で設立いたしました。

１．取引の概要

（１）対象となった事業の名称及び事業の内容

事業の名称 AiryMedia事業

事業の内容 音響通信技術を用いたサーベイ・アフィリエイト・メディア事業

（２）企業結合日

2024年１月11日

（３）企業結合の法的形式

当社を分割会社、AiryMedia株式会社を承継会社とする新設分割（簡易新設分割）

（４）企業結合後の名称

AiryMedia株式会社

（５）その他取引の概要に関する事項

今後のAiryMedia事業の成長・拡大を図る上において、単独での採算の確保並びに国内外の事業パート

ナーとのアライアンス戦略やファイナンス戦略などを含めたリソースの柔軟かつ迅速な調達を可能にす

る体制を確立することが必要であると判断し、会社分割を決定しました。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支

配下の取引として処理しております。

(セグメント情報等)

当社は、「音響通信ソリューション事業」の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略して

おります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度

(自 2023年１月１日

至 2023年12月31日)

当連結会計年度

(自 2024年１月１日

至 2024年12月31日)

１株当たり純資産額 △40.92円 △58.05円

１株当たり当期純損失（△） △45.07円 △33.19円

(注) １．当連結会計年度及び前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前連結会計年度

(自 2023年１月１日

至 2023年12月31日)

当連結会計年度

(自 2024年１月１日

至 2024年12月31日)

親会社株主に帰属する当期純損失（△）（千円) △127,788 △94,638

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（千円）
△127,788 △94,638

普通株式の期中平均株式数（株） 2,835,307 2,851,800

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

新株予約権５種類（新株予

約権の数 50,079個）

新株予約権５種類（新株予

約権の数 50,079個）

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(2023年12月31日)

当連結会計年度

(2024年12月31日)

純資産の部の合計額（千円） △116,696 △165,550

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

（うち新株予約権）（千円） （－） （－）

普通株式に係る期末の純資産額（千円） △116,696 △165,550

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の

数（株）
2,851,800 2,851,800

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


